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時空を超えて語りかけるもの

ブルース・ローゼンステイン
（『USAトゥデイ』）

来年はドラッカー生誕100年にあたる．なぜ世界中これほどまでの人々に支
持されるのか，その要因を落ち着いて考えてみるべきときである．

2005年に没して以降，今なお彼に関する書物は刊行され続けている．書物
だけではない．新聞，雑誌，ネット上でも頻繁に引用され続けている．青年
期に書かれた作品も今なお，新刊書とともにふつうに書店に並べられている．
おそらくともに並ぶ新刊書の多くは彼の作品の寿命にはるか及ばないだろう．
カリフォルニア州クレアモントのドラッカー・インスティテュートとドラッ
カー・スクールもまた，世界中のドラッカー研究団体同様に活発に動き続けて
いる．

時代，国境，世代を越えて読まれ続けるのはなぜなのか．
その一端は，いかなる世代にも，いかなる言語でも語りかける時空を超えた

メッセージに見出すことができる．多くは彼をマネジメント思想家と見るけれ
ども，それ以外のじつに多岐にわたるテーマを彼は書いてきた．マネジメント
のみに限定するには，彼の思想はあまりに重要なものを多く含んでいる． 

世界中に彼の信奉者がいる理由の一つは，彼自身が本来国際的な相貌を有し
ていたからである．それに，他者にもグローバルなものに適応するよう推奨し
てやまなかった．オーストリアに出生し，ドイツの大学に進学した．後にイギ
リスに出奔し1937年までそこで暮らし，以降は没するまでアメリカの住人と
なった．彼はこんな世界遍歴が骨に沁み渡っていたし，全世界の課題について
書き続けたのもそのためである．

知識や知識労働者の意味を見出したのも彼だった．知識労働者の語彙は50
年代後半の彼の造語であった．グーグルのような検索エンジンが開発されるは
るか前，パソコンすら存在しない時代であった． 

知識の本質とは時空を超越するところにある．人間は知識に飽くということ
がない．常に必要性の高い情報の探索に追い立てられている．いくら情報探索
のツールがスピーディかつ精緻になっても，そこから湧きでる問題は複雑かつ
混迷の度合いを高めていく．改善の手を休めることは永遠にできないのである． 

人間に対するまなざしは，だてや酔狂によるものではなかった．国家にとら

充実度・満足度は大きく異なる．事実，会社ごと突っ走る高速道路を一人静か
に降り，自分ならではの「けもの道」を歩み始める人も多い．

では，いったい，どこを目指して走ればいいのか．
暗記一辺倒，予め答えがあるという試験問題に慣れ，どこからか模範解答を

探してくることに慣れきった私たちにとって，これは実は，悩ましい．グーグ
ルの検索結果に人生の答えはない．しかし，ここでもドラッカーは「何によっ
て憶えられたいか」を問え，とヒントをくれる．この問いこそ，今の世の中に
生きるすべての人にとって必要なものではないだろうか．若者はもちろん，表
面上豊かなこの時代に生きるものすべてに，常に点検すべき重要な問いのよう
に思う．

�Å�å�¿�§�”�Š�›���Q�s�U�’

「目の前の石臼に向かいながらも，丘の上を見よ．」ドラッカーはバランスを
重視する．多様性を好む．それぞれの自分らしさにエールを送る．この有能な
整体師をメンターに持てるわれわれは幸せだ．施術時間は人それぞれ．費用は
わずか．整体後，晴れやかになる．視界が開ける．進むべき道筋が浮かび上がっ
ている．

だからドラッカー本は手放せない．休暇中の旅先にも，マラソン大会の会場
にも，トイレの中にもドラッカー本を携える．線を引き，意味を考え道を見出す．

そして，今日も我が姿勢を一つ正す．
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